
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）床面に固定された台座、
（ｂ）磁性体からなり、前記台座に上下に揺動自在に取り付けられたプレート、
（ｃ）ドアに固定された磁石、
（ｄ）前記プレートが磁石に吸着されたときに当該プレート 時的に磁石に係止する仮
止め機構、および
（ｅ）前記仮止め機構に係止され プレートを、外部からの操作 ック 解除
ロック機構を具備した戸当りであって、
前記仮止め機構およびロック機構が 10

20
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を一

た でロ または する

インナーケース内に支持部材によって支持され、
前記仮止め機構が、
前記プレートと係合するフックと、
該フックを上方に付勢するためのバネと
からなり、
前記ロック機構が、
上下に移動自在に設けられたストッパと、
該ストッパの上下方向の位置を規制するためにインナーケース内に水平移動自在に収容さ
れた水平移動部材と、
該水平移動部材を水平移動させるための操作部と
からなり、



戸当り。
【請求項２】
前記水平移動部材の水平方向についての位置決めを行なうための水平位置決め機構をさら
に備えてなる請求項１記載の戸当り。
【請求項３】
前記水平位置決め機構が、回転自在に取り付けられた係止部を有する係止体と、該係止体
に当接し得る当接体と、前記係止体の係止部を係止するための突起とからなる請求項２記
載の戸当り。
【請求項４】
前記操作部が、前記ドアの外側縁に出没自在に取り付けられた操作ボタンからなる請求項
１、２または３記載の戸当り。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は戸当りに関する。さらに詳しくは、ドア側の磁石と床面に揺動自在に設置された
磁性体からなるプレートとを吸着させることにより、ドアを全開位置に固定することがで
き、さらに磁石に吸着されたプレートを仮止めおよび強固なロックを両方行なうことがで
きる戸当りであって、磁石がドアの表面に突出しないでドア内部に収納することができる
戸当りに関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般的に用いられる床に立設される戸当りは、歩行者がつまづいたり、ドア周囲の家具が
衝突するなどの不具合がある。そのため、従来より、床から出没自在の戸当りが種々検討
されており、たとえば磁石を用いた出没自在の戸当りなどがある。このような磁石を用い
た戸当りは、たとえば特許文献１および２に記載されているように、床面に揺動自在に設
置された磁性体プレートを、ドア側の磁石に吸着させることによりドアを全開位置に固定
している。
【０００３】
また、本出願人は、さきに出願した特願２００２－１８３０３８号の明細書に記載されて
いるように、ドア側の磁石に吸着されたプレートをさらに仮止めおよび強固なロックを両
方行なうことができる戸当りを提案している。
【０００４】
【特許文献１】
特許第２９９０６０１号公報
【特許文献２】
特開平１０－１１５１３９号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の磁石を用いた戸当りは、磁石がドアの表面に突出するため、美観上好まし
くないという問題がある。とくに、磁石に仮止め機構およびロック機構を設けた場合、磁
石の全体がさらに大きくなるため、さらに磁石が目立って美観上好ましくない。
【０００６】
本発明はかかる問題を解消するためになされたものであり、ドア側の磁石に仮止め機構お
よびロック機構が設けられた戸当りであって、磁石などがドアの表面に突出しないでドア
内部に収納することができる戸当りを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
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前記ストッパの上部にローラが回転自在に支持され、
前記水平移動部材の上端縁に異なる深さの溝が設けられ、該溝に前記ローラが係合されて
なる
ことを特徴とする



　本発明の戸当りは、（ａ）床面に固定された台座、
（ｂ）磁性体からなり、前記台座に上下に揺動自在に取り付けられたプレート、
（ｃ）ドアに固定された磁石、
（ｄ）前記プレートが磁石に吸着されたときに当該プレート 時的に磁石に係止する仮
止め機構、および
（ｅ）前記仮止め機構に係止されるプレートを、外部からの操作 ック 解除
ロック機構を具備した戸当りであって、
前記仮止め機構およびロック機構が

操作部とからな

ることを特徴とする。
【０００８】
前記水平移動部材の水平方向についての位置決めを行なうための水平位置決め機構をさら
に備えてなるのが好ましい。
【０００９】
前記水平位置決め機構が、回転自在に取り付けられた係止部を有する係止体と、該係止体
に当接し得る当接体と、前記係止体の係止部を係止するための突起とからなるのが好まし
い。
【００１０】
前記操作部が、前記ドアの外側縁に出没自在に取り付けられた操作ボタンからなるのが好
ましい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
つぎに図面を参照しながら本発明の戸当りを詳細に説明する。図１は本発明の戸当りの一
実施の形態を示す斜視説明図、図２は図１の磁石についてアウターケースから部品を取り
外した状態を示す部分分解斜視図、図３は図１のインナーケース下部の要部拡大斜視図、
図４は図１の磁石をドアの面内方向で切断した場合の断面説明図、図５は図１の磁石をド
アの厚さ方向で切断した場合の断面説明図、図６は図４のＶＩ－ＶＩ線断面図、図７は図
４の矢視Ａ図、図８は図５の水平部材の断面説明図および図９～１２は図４の水平移動部
材内部の動きを示す断面説明図である。
【００１２】
図１に示される戸当りは、大きく分けて床面に設置された本体部分１と、ドアＤに固着さ
れる磁石２とから構成されている。
【００１３】
本体部分１は、図１および図５に示されるように、床面にネジなどで固定されたナイロン
、ポリアセタールなどのエンジニアリング樹脂や亜鉛合金などからなる台座３に、鉄やス
チールなどの磁性体からなるプレート４が回転軸４ａを回転中心として、揺動自在に取り
付けられている。本体部分１の設置方法は、本発明においてとくに限定されるものではな
く、図１に示されるように床面に設置してもよいし、または床に形成される埋設穴に埋設
してもよい。
【００１４】
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インナーケース内に支持部材によって支持され、
前記仮止め機構が、
前記プレートと係合するフックと、
該フックを上方に付勢するためのバネと
からなり、
前記ロック機構が、
上下に移動自在に設けられたストッパと、
該ストッパの上下方向の位置を規制するためにインナーケース内に水平移動自在に収容さ
れた水平移動部材と、
該水平移動部材を水平移動させるための り、
前記ストッパの上部にローラが回転自在に支持され、
前記水平移動部材の上端縁に異なる深さの溝が設けられ、該溝に前記ローラが係合されて
な



プレート４には、後述する磁石２の下側に設けられた仮止め機構５のフック６（図３およ
び図５参照）に係合し得る、下方突起７（図１および図５参照）がプレート４の先端部を
下方に突出させることにより形成されている。なお、下方突起７は、プレート４の先端を
下面側に折り返すことによって形成してもよい。
【００１５】
さらに、プレート４の中央付近には、後述するロック機構８のストッパ９の爪部９ａ（図
３および図５参照）に係合し得る係合凹部１０が形成されている。係合凹部１０は、プレ
ート４の一部を凹ませたものでもよいし、または貫通孔でもよい。
【００１６】
磁石２は、図１～７に示されるように、ドアＤ内部に磁石２の全体が収納できるようにド
アＤより薄い厚さになるように設定され、アウターケース１１内部には、磁石２の主要部
として、磁石本体１２、仮止め機構５およびロック機構８が取り付けられたインナーケー
ス１３が下方から挿入されている。さらに、アウターケース１１の側部には、操作ボタン
１４を収納した操作ボタンケース１５が取り付けられている。
【００１７】
本実施の形態の磁石２は、図２に示されるように、操作ボタン１４のための取付け孔１１
ａがアウターケース１１の両側に形成されているので、操作ボタン１４および操作ボタン
ケース１５をドアが開く方向に対応して取り付けることができる。したがって、左開きお
よび右開きのいずれのドアにも本実施の形態の磁石２を採用することができる。
【００１８】
しかも、インナーケース１３に取り付けられた磁石本体１２、仮止め機構５およびロック
機構８は、アウターケース１１内部で両側支持された高さ調整ネジ３１を回転させること
によって、高さ方向に微調整が可能な構成を有する。具体的には、高さ調整ネジ３１は、
インナーケース１３内部の高さ調整ブロック３２に螺合され、さらに高さ調整ブロック３
２の４ヵ所に突設されたピン３３が、インナーケース１３上部の斜方に延びるスリット３
４に案内自在に挿入されている。
【００１９】
したがって、ドアＤ外部から操作ボタンケース１５の挿入孔１５ａにねじ回しを挿入して
高さ調整ネジ３１を回転させれば、高さ調整ブロック３２が水平方向に移動し、それとと
もにピン３３が斜方に延びるスリット３４によって案内されながらインナーケース１３お
よびそれに取り付けられた磁石本体１２などの機構が上下に移動して高さを微調整するこ
とができる。これにより、現場の状況に応じて前述したストッパ９の爪部９ａとプレート
４の係合凹部１０との上下方向の位置関係を、確実なロックが行なえるように調整するこ
とができる。挿入孔１５ａは、通常は異物が侵入しないように、合成樹脂またはゴムなど
からなるシール部材によって封止されるのが好ましい。
【００２０】
インナーケース１３の下面１３ａは、図３および図５に示されるように、後方に向かうに
つれて上昇するように傾斜しており、上方に揺動したプレート４と磁石本体１２とがぴっ
たりと面接触できるようになっている。
【００２１】
図４～５に示されるように、インナーケース１３の内部の磁石本体１２、仮止め機構５お
よびロック機構８は、インナーケース１３内部に嵌合する支持部材３５によって支持され
ている。
【００２２】
仮止め機構５は、図５に示されるように、磁石２の下面に吸着されたプレート４を仮止め
するために、プレート４の下方突起７に係合する上向きに突出するフック６と、フック６
を上方へ付勢するための圧縮コイルバネ１６とからなる。仮止め機構５がプレート４を仮
止めすることにより、磁石２の吸着力の強弱にかかわらず容易かつ確実にドアＤの仮止め
が可能になる。この仮止め機構５により、プレート４が磁石２に吸着されたときに、当該
プレート４を引き抜き可能な程度の弱い係止力で一時的に磁石に係止することができる。
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【００２３】
ロック機構８は、図５に示されるように、前記仮止め機構５に係止されるプレート４を、
手などによる外部からの操作によって、前記仮止め機構５の係止力よりも強い係止力でプ
レート４のロックおよび解除を行なうものである。
【００２４】
図５に示されるように、本実施の形態のロック機構８は、上下に移動自在に取り付けられ
た前記ストッパ９と、ストッパ９の上下方向の位置を規制するために水平方向へ移動し得
る水平移動部材１７（図４～５および図７～１２参照）と、水平移動部材１７を水平移動
させるための操作力を与える操作部である前記操作ボタン１４とから構成されている。
【００２５】
本実施の形態において、ストッパ９の下端には、プレート４の係合凹部１０に係合しやす
いように、爪９ａが形成されている。また、爪９ａがプレート４の表面を滑って係合凹部
１０に係合しやすいようにストッパ９の下面９ｂは、後方に向かうにつれて下降するよう
に傾斜している。
【００２６】
図４～５に示されるように、ストッパ９とインナーケース１３とのあいだの対向面には、
空間部１８が形成され、この空間部１８には圧縮コイルバネ１９が挿入されている。した
がって、ストッパ９は、圧縮コイルバネ１９の付勢力によって爪９ａが下方に突出した状
態で安定するように位置決めされている。図５に示されるように、ストッパ９をインナー
ケース１３の下面から突出させた状態でプレート４に近づければ、ストッパ９の先端が一
旦、インナーケース１３内部に退避しながらプレート４の前縁を乗り上げ、そののち復帰
用の圧縮コイルバネ１９の復元力により、ストッパ９の先端は再度外部に突出してプレー
ト４の係合凹部１０に容易かつ確実に係合することができる。
【００２７】
ストッパ９の上部には、図４～５および図７に示されるように、ドアＤの厚さ方向にのび
る回転軸９ｃが突設され、回転軸９ｃにはローラ２０が回転自在に支持されている。なお
、ローラ２０を回転しやすくするために回転軸９ｃとローラ２０とのあいだにカップリン
グを挿入してもよい。
【００２８】
水平移動部材１７は、図４～５および図７に示されるように、インナーケース１３内部に
水平移動自在に収納され、アウターケース１１およびインナーケース１３の取付け孔１１
ａおよび１３ｂを通して、外部から操作ボタン１４によって水平方向へ移動するように操
作される。
【００２９】
水平移動部材１７は、図４および図７に示されるように、異なる深さを有する溝２１が上
端縁に形成され、溝２１には、ストッパ９上部のローラ２０が溝２１内部を転動できるよ
うに係合している。溝２１の最も深い中央部分２１ａにローラ２０が位置するときは、ス
トッパ９は下降して、図５に示されるように爪９ａが下方に突出し、一方、溝２１の浅い
両側部分２１ｂまたは２１ｃにローラ２０が位置するときは、ストッパ９が圧縮コイルバ
ネ１６を圧縮しながら上昇して、インナーケース１３内部に爪９ａが退避する。
【００３０】
さらに、本実施の形態の戸当りは、水平移動部材の水平方向についての位置決めを容易か
つ確実に行なうことができるように水平位置決め機構２２を備えている。
【００３１】
水平位置決め機構２２は、図８～１１に示されるように、インナーケース１３の内壁面に
回転自在に取り付けられた係止部２３ａを有する係止体２３と、水平移動部材１７後面の
溝１７ａに設けられた、前記係止体２３に当接し得る当接体２４と、前記水平移動部材１
７の後面の溝１７ａの前記当接体２４よりも操作ボタン１４よりも遠い位置に設けられた
、前記係止体２３の係止体２３ａを係止するための突起２５とから構成されている。なお
、本実施の形態の水平位置決め機構２２とは反対の配置、すなわち、回転自在の係止体２
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３を水平移動部材１７側に設け、当接体２４および突起２５をインナーケース１３側に設
けてもよい。
【００３２】
また、水平移動部材１７の後面には、さらに別の溝１７ｂが形成されている。溝１７ｂの
内部には、インナーケース１３の内壁面から溝１７ｂ内部へ突出する押え板２６、および
溝１７ｂの一方の端部と押え板２６とのあいだに取り付けられた圧縮コイルバネ２７が収
納されている。したがって、水平移動部材１７は、圧縮コイルバネ２７によって、常時、
操作ボタン１４による押圧方向（図１０の矢印Ｐ参照）と反対の方向に付勢されている。
【００３３】
水平位置決め機構２２は、図９～１２に示されるように、以下のようにしてストッパ９の
ロックを行なう。図９の初期の状態では、図４に示されるストッパ９上部のローラ２０は
、溝２１の中央の深い部分２１ａに位置するので、ストッパ９は下方位置にあり、ストッ
パ９の爪９ａはインナーケース１３の下面から下方に突出している。ただし、ローラ２０
は水平移動部材１７の上に載っているだけなので、ストッパ９は単独で上方に若干移動す
ることができる。
【００３４】
図９に示される初期状態から、まず、指で操作ボタン１４を押せば、図１０に示されるよ
うに、水平移動部材１７が図１０における左方向に移動し、係止体２３は溝１７ａ内部を
相対的に右方向に移動し、当接体２４が係止体２３に当接して係止体２３を回転させる。
【００３５】
そののち、指を操作ボタン１４から離せば、図１１に示されるように、水平移動部材１７
および操作ボタン１４は、圧縮コイルバネ２７の付勢力によって右方向へ移動するが、係
止体２３の係止部２３ａが突起２５に係止されたときに図９の初期状態よりも所定の距離
だけ左へずれた位置にロックされる。このとき、図４に示されるストッパ９上部のローラ
２０は、溝２１の右側の浅い部分２１ｂに位置するので、ストッパ９は上方へ移動し、ス
トッパ９の爪９ａは上方に退避する。
【００３６】
さらに、もう１度、指で操作ボタン１４を押せば、図１２に示されるように、当接体２４
がさらに係止体２３を回転させることにより、水平移動部材１７の左方向へシフトしたロ
ック状態を解除し、再び図９の初期状態に復帰することができる。
【００３７】
つぎに、図１および４～５を参照しながら本実施の形態の戸当りの使用方法の一例を説明
する。まずドアＤを仮止めする場合には、操作ボタン１４を指で１回押して水平移動部材
１７を図１１のように左へずれた位置にロックさせてストッパ９の爪９ａを上方へ退避さ
せ、そののちドアＤを開ければ、図５に示されるように、床に伏せてあったプレート４が
、磁石２の吸引力によって立ち上がり、磁石２の下面に吸着する。それとともに、プレー
ト４の先端に設けられた下方突起７が仮止め機構５のフック６に係合することにより、容
易かつ確実にドアＤの仮止めを行なうことができる。したがって、荷物の搬入を行なう場
合など、一時的にドアＤを全開位置に保持したいときに便利である。
【００３８】
ドアＤの仮止めを解除するときは、ドアＤをそのまま閉じるだけで、プレート４が磁石２
の下面から容易に抜け出してドアＤの仮止めは解除される。
【００３９】
なお、ドアＤが仮止め機構５によって仮止めされていなくても、ドアＤを全開位置まで開
ければ、プレート４が磁石２に吸着するので、ドアＤは弱い力で全開位置に保持され、仮
止め機構５よりもさらに弱い保持力でドアＤを仮止めすることができる。
【００４０】
一方、強風が吹いているときなどドアＤを強固に開放状態にロックしたいときには、操作
ボタン１４をもう１回押して図９の初期状態、すなわち水平移動部材１７を中央へ戻して
ストッパ９を下方に突出させた状態で、ドアＤを全開位置まで開ける。
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【００４１】
ドアＤが全開位置までくると、プレート４は上方へ揺動して磁石２の下面に吸着されると
ともに、ストッパ９が、上下に若干移動しながらプレート４の係合凹部１０に係合する。
それにより、ドアＤは、全開位置に容易かつ確実にロックされ、ドアＤに風が当っても不
意に閉まることがなくなる。
【００４２】
一方、ドアＤのロックを解除したい場合には、再度、指で操作ボタン１４を押せば、スト
ッパ９は上方へ移動してロックが解除されるので、ロック解除後は、ドアＤを容易に閉め
ることができる。
【００４３】
なお、本実施の形態では、操作部として、外部から指で操作する操作ボタンを例にあげて
説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、水平移動部材を水平操作し得るも
のであれば他の態様の操作部を採用することができる。たとえば、手動の操作ボタンの代
わりに、操作部として電磁式のソレノイドを採用するとともにドアのノブ近傍にソレノイ
ド操作用のスイッチを具備した構成でもよい。
【００４４】
【発明の効果】
本発明によれば、ドア側の磁石に仮止め機構およびロック機構が設けられた戸当りであっ
て、磁石、仮止め機構およびロック機構の全体がドアの表面に突出しないでドア内部に収
納することができる。したがって、ドアの表面が平坦になり美観が向上する。また、ドア
の表面から磁石などが突出しないので、歩行者や荷物が磁石に接触する不具合もなくなる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の戸当りの一実施の形態を示す斜視説明図である。
【図２】図１の磁石についてアウターケースから部品を取り外した状態を示す部分分解斜
視図である。
【図３】図１のインナーケース下部の要部拡大斜視図である。
【図４】図１の磁石をドアの面内方向で切断した場合の断面説明図である。
【図５】図１の磁石をドアの厚さ方向で切断した場合の断面説明図である。
【図６】図４のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【図７】図４の矢視Ａ図である。
【図８】図５の水平部材の断面説明図である。
【図９】図４の水平移動部材内部の動きを示す断面説明図である。
【図１０】図４の水平移動部材内部の動きを示す断面説明図である。
【図１１】図４の水平移動部材内部の動きを示す断面説明図である。
【図１２】図４の水平移動部材内部の動きを示す断面説明図である。
【符号の説明】
１　本体部分
２　磁石
３　台座
４　プレート
５　仮止め機構
８　ロック機構
１２　磁石本体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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